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22017　4/7 号　

59 億
200万円

歳入

町税
16 億 8,883 万円

地方交付税
19 億 2,800 万円

県支出金
4億 1,313 万円

国庫支出金
7億 3,216 万円

町債
5億 980 万円

その他
6億 3,008 万円

59 億
200万円

歳出
民生費
18 億 9,527 万円

公債費
7億 1,492 万円

土木費
8億 2,813 万円

総務費
7億 2,578 万円

教育費
4億 9,331 万円

その他
4億 8,561 万円

衛生費
4億 5,034 万円

消防費
3億 864 万円

会 計 名 平成 29 年度当初 前年度当初 増 減 額
一 般 会 計 59 億　200 万　　円 57 億 7,200 万　　円 1 億 3,000 万　　円

国民健康保険特別会計 22 億 8,608 万 2 千円 22 億 9,817 万 8 千円 △ 1,209 万 6 千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8 億 9,267 万　　円 9 億　  84 万 5 千円 △　817 万 5 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 15 億 2,297 万 6 千円 14 億 8,637 万 6 千円 3,660 万　　円

後期高齢者医療特別会計 2 億 5,584 万 1 千円 2 億 4,258 万 1 千円 1,326 万　　円

計 108 億 5,956 万　　円 106 億 9,998 万　　円 1 億 5,958 万 9 千円

●各会計予算額

歳入の状況	 	 	 	 	
○町税は、固定資産税（償却）の増額が見込まれることから、

前年度比1,000万円の増額（0.6％増）を見込んでいます。

○県支出金は、スポーツセンター第1体育館の太陽電池等

設置事業の完了などにより、前年度比3,000万円の減額

（6.3％減）となっています。

○町債は、公営住宅整備事業の増や地域防災センター整備事

業の増などにより、前年度比1億1,000万円の増額（27.8%

増）となっています。

●一般財源の全体額（42億6,938万円）は、前年度に比べ4,907

万円増となるも、構成比率（72.3％）は減となりました。

平成 29 年度 59 億 200 万円
  平成 29 年度当初予算が決まりました。町全体の予算
総額は 109 億円で、うち一般会計当初予算額が 59 億
200 万円となりました。前年度の当初予算額に比べ、
1 億 3,000 万円の増額（2.3％増）となっています。

the budget of 2017 tabuse town

※一般財源…財源の使途が特定されず、どのような経費
　　　　　　にも使用することができるもの
　　　　　　（例）町税、地方譲与税、地方交付税など

歳出の状況	 	
○土木費は、新規事業の波野北団地建替事業や町道新設改

良事業の増などにより、前年度比2億1,091万円の増額

（34.2%増）となっています。

○消防費は、地域防災センター整備事業の増などにより、

前年度比3,044万円の増額（10.9%増）となっています。

○民生費は、臨時福祉給付金事業の減などにより、前年度

比4,117万円の減額（2.1%減）となっています。

予算の概要
一般会計
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基金の状況

町債の年度末残高
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●基金の状況および

　町債の年度末残高

the budget of 2017 tabuse town

１ 安全・安心なまち
◇尾津漁港海岸保全事業【継続】	 	 　　		102,538千円

◇地域防災センターと消防機庫の整備【継続】	 52,184千円

◇海岸堤防老朽化対策事業【継続】	 	 	 	 	8,000千円

◇庁舎問題等検討事業【継続】	 	 	 	 	5,074千円

２ 健やかで思いやりのあるまち
◆保育所の運営・サービス【継続】	 	 　			 317,197千円	 	
◆医療費の負担軽減（子ども医療の新設）【新規】	 11,441千円	

◆介護サービスの充実【継続】	 	 　		1,372,930千円　

◆介護予防・日常生活支援総合事業【新規】		 39,122千円

	

３ 豊かで活力のあるまち
◇小行司特産加工センター周辺整備【継続】		 30,654 千円	

◇農業水利施設整備事業【継続】	 	 	 23,350千円	 		

◇橋梁（新生橋）の点検【新規】	 	 	 20,000千円	

◇マイナンバー制度事業【継続】	 	 	 18,922千円	

４ 快適な生活環境のまち
◆波野北団地建替事業【新規】	 	 　　			 	72,612千円

◆親元近居・子育て世帯住宅取得の支援【継続】	 		4,017千円

５ 元気で心豊かな人が育つまち
◇重要文化財の保護【継続】	 	 	 41,135千円

◇スポーツセンターの管理（直営）【新規】	 	 18,915千円

◇スポーツセンターの施設整備【新規】	 	 	 	 	6,551千円

6 計画の推進に向けて
◆地域おこし協力隊事業【継続】	 	 	 	 	7,697千円

◆地方公会計制度事業【継続】	 	 　　　　4,100千円

平成 29 年度の主要事業 第５次田布施町総合計画の６つの基本目標に沿って、
29 年度の主な事業を紹介します。
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臨時福祉給付金（経済対策分）の申請時期や方法について

　消費税率の引上げに際し、低所得者に与える負担の影響に鑑み、要件に該当する人に対し、暫定的・臨時
的な措置として臨時福祉給付金（経済対策分）が支給されます。
　町では、この給付金の支給要件に該当すると思われる人がいる世帯に対して、４月 13 日以降に申請書と
詳しい資料を送付しますので、申請手続きをしてください。手続きは郵送でも可能です。
※窓口での混雑を避けるため、申請期間中は、町役場１階会議室に給付金の専用窓口を開設します。
　また、この期間中、給付金に関する特設電話（☎ 53-3211）を設置します。ご利用ください。

【支給要件】
◇支給対象者
・平成28年度臨時福祉給付金（3,000円）の支
給対象者（平成28年度臨時福祉給付金を受給
したか否かは問わない）
・平成28年１月１日現在、田布施町の住民基
本台帳に記録されている人
・平成28年度分の町民税（均等割）が非課税の
人
・平成28年度分の町民税（均等割）課税者の税
法上の被扶養者などでない人

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給対象者となる可能性があります

平成 28 年１月１日時点で生活保護を受け
ていて、現在も引き続き生活保護を受けて
いますか

平成 28 年度分の町民税が課税されている人
の扶養親族などになっていましたか

平成 28 年度分の町民税が課税されましたか

平成 28 年度臨時福祉給付金（3,000 円）を受給しましたか

支
給
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

支給対象者診断チャートで確認し、支給要件に該当すると思われる人で、４月末日を過ぎてもお手元に
申請書などが届いていない場合や、ご不明な点がある場合は、町民福祉課までお問い合わせください。

　 支給対象者診断チャート 　

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

わからないはい

問町民福祉課  福祉係　☎52-5810

はい

はい

　※生活保護を受給している人や支給決定され
　　る前に亡くなられた人は対象外となります。
◇支給額
　１人につき１万5,000円（１回限り）
◇申請期間
　４月17日（月）～７月18日（火）
　午前8時30分～午後５時15分
　（土日・祝日を除く）
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児童扶養手当・特別児童扶養手当の額が引き下げとなります

　児童扶養手当額・特別児童扶養手当額が、平成 28 年度全国消費者物価指数の実績値の適用により、平成
29 年度（平成 29 年 4 月）から 0.1% 引き下げとなります。このため、平成 29 年８月期の支払い（平成 29 年４月
～７月分）から改定後の月額で支払われます。

問町民福祉課  児童係　☎52-5810

支給額 平成28年８月～ 平成29年４月～

本体額
全部
一部

42,330円
42,320円～ 9,990円

42,290円
42,280円～ 9,980円

第２子
加算額

全部
一部

10,000円
9,990円～ 5,000円

9,990円
9,980円～ 5,000円

第３子以降
加算額

全部
一部

6,000円
5,990円～ 3,000円

5,990円
5,980円～ 3,000円

級 平成28年度 平成29年度

１級
２級

51,500円
34,300円

51,450円
34,270円

【児童扶養手当月額】 【特別児童扶養手当月額】

ごみ処理手数料を改定します
　周東環境衛生組合では、柳井市の清掃センターにごみを直接持ち込んだ際、一定のごみ処理手数料を徴
収していますが､ ごみの排出量をさらに抑制し、ごみ処理に必要な経費を適切に負担していただくため、
下記のとおりごみ処理手数料を改定します。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問周東環境衛生組合清掃センター　☎22-2270

◇改定時期
　６月１日
◇手数料
　１回に持ち込んだごみの重量に応じ、右
の表区分５㎏あたりの単価を乗じて計算
し、100円未満を切り上げた額となりま
す。最低料金は100円とします。（消費
税含む）

◇留意事項
・清掃センターに直接持ち込む場合、各自
治体の指定ごみ袋で持ち込んでもごみ処
理手数料をいただきます。
・産業廃棄物（廃プラスチック類（全業種）、
建設業に係る紙くず・木くず・繊維くず、
農業用ビニール類）や不燃ごみの持ち込
みはできません。
・破砕機を使用する基準
　長さ：50㎝～ 3m　太さ：10㎝以下
　※平日のみの受付になります。
　※ご不明な点は、お問い合わせください。

区分
５㎏ごとの単価

5/31まで 6/1から

破砕機を

使用する

ごみおよ

び木くず

100㎏以下 80円 88円

100㎏超～ 200㎏以下 92円 100円

200㎏超～ 300㎏以下 103円 113円

300㎏超 115円 125円

その他の

ごみ

100㎏以下 53円 70円

100㎏超～ 200㎏以下 62円 80円

200㎏超～ 300㎏以下 69円 90円

300㎏超 77円 100円

【改訂例】　破砕機を使用する場合（100円未満切り上げ）

50㎏　	　		50㎏÷5㎏×	88円＝　880円　➡　　900円

150㎏　150㎏÷5㎏×100円＝3,000円　

250㎏　250㎏÷5㎏×113円＝5,650円　➡　5,700円

350㎏　350㎏÷5㎏×125円＝8,750円　➡　8,800円
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田
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く
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く
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、

地
域
力
の
育
成
に
貢
献
す
る
公

益
的
な
事
業

○
健
康
・
福
祉
・
医
療
の
増
進

○
学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

問
経
済
課  

地
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係　

☎
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‐
５
８
０
５

名　称 内　容 助　成　基　準

初期活動
支援助成金

まちづくり活動として新しく
取り組みを始める公益的な事
業の支援

◎助成金額　助成対象経費の 10/10 以内
◎助成限度額　５万円以内
◎助成期間　原則として１年

継続活動
支援助成金

まちづくり活動を継続（同一
事業について３年）し、発展
的に拡大して行う事業の支援

◎助成金額　助成対象経費の 10/10 以内
◎助成限度額　10 万円以内（１年当たり）
◎助成期間　原則として３年
◎申請年度の事業費が５万円以上

ま
ち
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く
り
活
動
を
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し
ま
す

○
地
域
づ
く
り
の
推
進
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２
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４
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、
82
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
申

請
時
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

公
園
の
利
用
に
つ
い
て
問
建
設
課  

土
木
管
理
係

　
☎
52
‐
５
８
０
７

行
事
や
催
し
物
、
バ
ー
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キ
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ー
な
ど
を
町
の
公
園
で
行
う
と
き
は
、
各
種
申

請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
左
の
図
に
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た
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園
以

外
で
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可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

町役場

中央公民館

至  光市

田　布　施　川

水道企業団

田布施
近隣公園

▶
田
布
施
近
隣
公
園
の
位
置
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親元に同居・近居される人、子育て世代の住宅取得を応援します
問総務企画課  企画係　☎ 52-5803

お帰りなさい！親元同居・近居住宅取得応援事業

田布施町内に住宅を新築・中古購入した人で、新た
に親元同居される人や町内に近居をされる人に、地
元で使える商品券最大５万円分を交付します。
◇応援内容
・地元で使える商品券（最大５万円分）を交付
・町外からの転入を伴う人は10万円分の商品券を加算
◇対象者要件
・町内に新たに住宅を新築または購入する人
・町内に親世帯が５年以上在住している人、または
町内に子世帯が５年以上在住しており親世帯の住
民異動により新たに同居を開始する人
※すでに同居されている人は対象外となります。
◇住宅要件
・平成29年4月1日～平成30年3月31日に住宅登
記の完了を予定していること
・住宅の持ち分が申請世帯の合計で２分の１以上で
あること

がんばれ！子育て世代住宅取得応援事業

田布施町内に住宅を新築・中古購入した人で、中学
生以下の子を扶養している人に、地元で使える商品
券最大５万円分を交付します。
◇応援内容
　申請された人へ地元で使える商品券（最大５万円）
を交付

◇対象者要件
・町内に新たに住宅を新築または購入する人
・中学生以下の子を扶養している人
◇住宅要件
・平成29年4月1日～平成30年3月31日に住宅登
記の完了を予定していること
・住宅の持ち分が申請世帯の合計で２分の１以上で
あること

※リフォームや増築は対象外となります。

≪共通事項≫
◇申請方法　総務企画課企画係へ来庁による事前相談を行ってください。相談後に申請書類をお渡しします。
◇申請期間　平成29年4月1日～平成30年3月30日（平成30年2月28日までに事前相談が必要です）
◇注意事項　以下の人は対象外となります。
①平成27～ 28年度に実施した同事業ですでに商品券を受けた人
②国や地方公共団体が行う用地買収などでの新築や移転を行った人
③災害などに伴う保険給付により新築や移転を行った人
④増築や住宅改修による同居・近居を予定している人
※親元同居・近居住宅取得応援事業と子育て世代住宅取得応援事業の併用はできません。
※山口県が実施する『三世代同居・近居奨励事業』とは要件の異なる制度です。
※平成27年度より実施した同事業とは要件が異なります。詳細はお問い合わせください。

○
行
政
相
談
委
員平

成
29
年
４
月
１
日

櫻
井
濟
美
さ
ん（
大
国
木
）

髙
橋
邦
子
さ
ん（
城
南
）

　

櫻
井
濟
美
さ
ん
・
髙
橋
邦
子
さ
ん
が
、

総
務
大
臣
か
ら
田
布
施
町
の
行
政
相
談
委

員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
機
関
、
特
殊

法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
を

受
け
付
け
、
公
正
中
立
の
立
場
か
ら
関
係
機

関
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
困
り
ご
と
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員平

成
29
年
４
月
１
日

長
迫
晃
さ
ん（
麻
郷
団
地
）

　
長
迫
晃
さ
ん
が
、
法
務
大
臣
か
ら
田
布
施

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
相
手
と
な

り
、
問
題
を
解
決
す
る
手
助
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
錢
谷
忠
義
さ
ん
・
谷
茂
子

さ
ん
・
岩
本
宏
司
さ
ん
も
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
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問町民福祉課  環境係
　☎ 52-5810

　狂犬病予防法により、生後３カ月以上の飼
犬は必ず登録を行うとともに、毎年、狂犬病
の予防注射を受けなければなりません。平成
29 年度の狂犬病予防注射を４月 24 日（月）
～ 26 日（水）で実施します。最寄りの会場
に犬をつれてお越しください。

◇対象　
　生後３カ月（91 日）以上の犬
◇１頭当たりの料金　
　2,950 円  （注射料金、注射済票代金）

※登録済の人には、受付票（お知らせのハガキ）を送
付しています。受付票と料金を持参してください。
※当日、犬の調子が悪い場合、注射を打つことはで
きません。ハガキに体調チェック欄を設けていま
すので、記載して受付をしてください。
※詳細は、町民福祉課環境係（⑤窓口）に問い合わせ
るか、町ホームページをご覧ください。

※新規登録の場合、この他に登録手数料
3,000 円が必要となります。

犬の登録・狂犬病予防注射

田布施町へのふるさと寄附金をお待ちしております！

■寄附金の使途について
　寄附金は『子育て支援』『福祉・保健』『教育』『環境』
などの施策へ使用させていただきます。具体的に
指定していただいても構いません。
※特に指定のない場合は『町長に一任』の選択も可能です。

■寄附のお礼品について
　町では、いただいた寄附に対し、感謝の意を込め、
税額控除証明書と寄附額に応じたお礼の品をお送
りしています。お礼の品については、今年度より
新たに８万円以上の寄附と10万円以上の寄附に
対するお礼品を新設しました。
　詳細は、町ホームページまたは『ふるさとチョイ
ス』『楽天市場』ホームページでご確認ください。

問総務企画課  企画係　☎ 52-5803

ふるさと寄附金は『がんばれ田布施』という思いを寄附金という形でお寄せいただくものです。
寄附の使途を選べるほか、お礼の品の贈呈や税額の優遇措置を受けることができます。

■寄附方法について
①窓口・郵送等による申し込み
　総務企画課企画係まで申込書を直接持参いただく
か、郵便・FAX・Ｅメールなどで送付してください。
寄附金申込書を受付後、所定の金融機関などで寄
附金をご入金ください（申込書は町ホームページ
よりダウンロードできます）。
②インターネットによる申し込み
　ふるさと納税ポータルサイト『ふるさとチョイス』
や『楽天市場』からもお申し込みいただけます。イ
ンターネットで申し込む場合は『クレジットカード
決済』や『ドコモ携帯料金による決済』も可能です。

※詳細は、総務企画課企画係へお問い合わせください。

※平成29年４月より、上記４社に新たな記念品を出品していただきました。

寿司満
（お食事券）

グレイスネイチャー
（畑の赤い贈りもの）

新鮮田布施
（『田布施漁師』の
魚フライセット）

ナカイチグループ㈲
（銅板折り鶴）

○期間中に予防注射を受けることができない場合
　最寄りの動物病院で受け、注射済証明書を持参の
うえ、町民福祉課環境係に届け出てください。

○飼い犬が死亡したときや住所を変更した場合
　お早めに町民福祉課環境係まで届け出てください。
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■
新
採
用
（
所
属
課
）

藤
井 

強
（
総
務
企
画
課
）

沖
野 

蓮
（
総
務
企
画
課
）

谷 

光
一
郎
（
経
済
課
）

三
宅 

契
吏
（
町
民
福
祉
課
）

平
仙 

絵
美
（
健
康
保
健
課
・
保
健
師
）

家
重 

沙
也
佳（
健
康
保
健
課
・
保
健
師
）

内
田 

彩
（
健
康
保
健
課
）

兼
清 

星
（
健
康
保
健
課
）

鶴
田 
喜
路
（
建
設
課
）

■
定
年
退
職（平

成
29
年
３
月
31
日
付
）

大
島 

克
己
（
会
計
室
長
）

岡
本 

み
ど
り
（
城
南
保
育
園
長
）

平
井 

洋
子（
麻
里
府
保
育
園
副
園
長
）

【
再
任
用
】

向
山 

幸
和
（
町
民
福
祉
課
主
幹
）

中
村 

和
宏
（
社
会
教
育
課
長
同
格
）

■
総
務
企
画
課

▽
課
長
補
佐　

森 

清
〔
課
長
補
佐
兼

総
務
係
長
〕
▽
総
務
係
長　

芝
田 
淳

〔
熊
南
総
合
事
務
組
合（
係
長
）〕

■
経
済
課

▽
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長　

山

中 

浩
徳
〔
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学

校
庶
務
係
長
兼
学
校
管
理
係
長
〕　

▽
南
周
防
農
地
整
備
事
業
所
（
担
当

係
長
）　

弘
茂 

進
吾〔
社
会
教
育
課
社

会
体
育
係
長
〕

■
建
設
課

▽
主
幹　

田
中 

和
彦
〔
技
幹
〕　

▽
技

幹
兼
土
木
工
務
係
長　

吉
藤 

功
治〔
課

長
補
佐
兼
土
木
工
務
係
長
〕　

▽
土
木

管
理
係
長　

福
原 

美
則〔
主
任
主
事
〕

■
健
康
保
険
課

▽
長
寿
支
援
係
長　

寶
城 

和
之
〔
介

護
保
険
係
長
〕

■
税
務
課

▽
課
税
係
長　

吉
岡 

貴
志〔
主
事
〕

■
町
民
福
祉
課

▽
課
長
補
佐　

林 

照
美
〔
課
長
補
佐

兼
住
民
係
長
〕
▽
課
長
補
佐　

福
田 

幸
治
〔
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
〕　

▽

住
民
係
長　

松
原 

唯
行
〔
総
務
企
画

課
主
任
主
事
〕　

▽
児
童
係
長　

岩
本 

聖
〔
健
康
保
険
課
主
任
主
事
〕　

▽
福

祉
係
長　

山
田 
圭
一〔
健
康
保
険
課
主

任
主
事
〕　

▽
城
南
保
育
園
長
（
課
長

補
佐
）　

福
田 

美
佐
子
〔
麻
里
府
保
育

園
保
育
士
（
係
長
）〕　

▽
城
南
保
育
園

保
育
士（
係
長
）　

増
原 

規
美
子〔
健
康

保
険
課
担
当
係
長
〕　

▽
麻
里
府
保
育

園
保
育
士（
係
長
）　

立
畠 

恭
子〔
城
南

保
育
園
保
育
士（
係
長
）〕

■
会
計
室

▽
室
長
（
主
幹
）　

惠
元 

朗
夫
〔
総
務

企
画
課
長
補
佐
〕

■
社
会
教
育
課

▽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
所
長（
課
長
補

佐
）　

増
原 

慎
一
〔
税
務
課
長
補
佐
兼

課
税
係
長
〕　

▽
社
会
体
育
係
長　

河

合 

剛
司〔
建
設
課
土
木
管
理
係
長
〕

■
学
校
教
育
課

▽
課
長
補
佐
兼
学
校
管
理
係
長　

長

合 

保
典
〔
町
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
児

童
係
長
〕
▽
学
校
庶
務
係
長　

福
島 

奈
緒
子
〔
主
任
主
事
〕　

▽
主
任
調
理

員　

宮
本 

直
美〔
調
理
員
〕

■
派
遣
・
出
向
関
係

▽
熊
南
総
合
事
務
組
合（
主
幹
）山
田 

浩〔
総
務
企
画
課
長
補
佐
〕

田
布
施
町 

職
員
の
人
事
異
動 

（
係
長
以
上
）

役
職
、
異
動
者
氏
名
、
旧
所
属
役
職
な
ど
の
順
（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

　

田
布
施
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
た
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
の
購
入
と
、
自
治
会
の
境
や
人
家
の
少
な

い
通
学
路
な
ど
10
ヵ
所
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝

く
じ
の
普
及
広
報
を
図
る
た
め
に
、
宝
く
じ
の
収
益
に
よ
り
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

問
田
布
施
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
総
務
企
画
課
内
）

　
☎
52
‐
５
８
０
２

宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
の
購
入
と
防
犯
灯
を
設
置
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工事店名 電話番号
牛島電設工業㈱ 52-2177
㈱カミモト 52-2727
大和建設㈱ 51-1100
兼本建設㈱ 52-2327
㈱オカケン 52-3788
㈱栗原設備 52-1129
㈲冨山設備 55-5008
藤永建設㈱ 52-2323
㈲尾崎設備 55-5924
㈲吉川設備 52-3472
馬場設備 55-5148
㈲大波野建設 52-1037
㈲大三也設備 52-3169
井原建設㈱ 53-1700
岩本建築 52-1859
㈱米津金物 52-2143
福川萬樹園 52-2066

㈱木材・建材・
米津本店

52-2151

大晃機械工業㈱ 51-1888
花岡ハウス 52-4568
清光産業㈱ 52-1166
㈱仲田工務店 52-3328
㈲上殿機器販売 52-2441
㈲安平興業 52-2235
土井技建 52-3325
㈱高月工務店 52-1788
㈱公司 55-1888
㈲西本砂利 52-3639
コウノ設備 52-9011
べんりやケイティー 52-4205
しまはら補修 25-3906
あらた住実 52-2307

工事店名 電話番号
松嶋工務店 56-3536
立畠組 62-1020
㈲ヨシナガ 56-5810
㈲ひらお 56-2178
㈲ミヤサン設備工業 56-7724
㈱大池組 56-5500
若山電設 56-5656

工事店名 電話番号
㈱大上建設 45-2733
㈲ウツケ 23-2192
㈱仲合 22-1488
㈱安原設備工業 22-6194
カワノ工業㈱ 22-1521
晃和興産㈱ 22-1400
㈲笹木設備 22-7850
河内山設備 23-1954
㈱ヨネツ 22-1950
中川石油ガス㈲ 22-0500
㈲シマモト設備 0820-72-1013

㈱赤道建設工業 22-8888
好村建設㈱ 28-1155
㈱福屋建設 22-1732
ミヤハラ設備㈱ 22-0309
㈱中電工柳井営業所 22-2511
㈱小林商会 22-2821
トオル電気㈱ 22-1378
スギモト建設㈱ 22-1507
金重設備工業 22-4266
㈲藤井建設 22-4323
㈱グッドライフ 25-3266
広石水道工務店 22-1952
㈲新生 22-3562
中田設備 23-8385
藤麻設備 23-6912
㈱山口東部工業 0820-72-2062

工事店名 電話番号
㈱ファーストホーム 0835-26-4123

積 和 建 設 中 国 ㈱
山口支店

083-976-2730

工事店名 電話番号
㈱海田商会 0833-71-1645

大下設備 48-5669
住久設備㈱ 0833-72-2400

品末設備 48-2260
河野設備 48-4626
㈱三電 0833-71-0510

あたらシステム㈲ 0833-72-4747

㈲光建産業 0833-79-1234

㈱タニケン 48-2680

工事店名 電話番号
㈱藤本設備 0827-32-6858

貞広住設㈱ 0827-22-0466

東洋設備工業㈲ 0827-32-3882

大垰住設 0827-84-1839

上田総合設備㈲ 0827-32-2211

シマヤ設備工業 0827-41-3705

㈱由宇建材 0827-63-0001

㈱マツムラ建設 0827-84-5167

たけし住設 0827-63-0113

大成テクノ㈱ 0827-45-1900

㈱ムラナカ設備 0827-38-0987

㈱ マ サ・ エ ン ジ
ニアリング

0827-41-3112

㈲山田設備 0827-63-2731

和幸住設 0827-38-2445

㈲大鉄設備工業 0827-31-0070

河本設備工業㈱ 0827-63-3777

㈱ フ ジ モ ト ダ ブ
リューリミテッド

0827-28-4447

工事店名 電話番号
西日本電業㈱ 0834-27-5111

㈲斉藤設備 0834-31-1395

平村設備工業㈱ 0834-31-0864

㈲ダイエイ設備 0834-63-1488

㈲ＹＯＳＨＩＯＫＡ 0834-64-3425

㈱イタミ 0834-26-1188

㈲森田設備工業 0833-43-0628

㈲東亜設備 0834-27-4110

西田設備 0833-91-2832

トータル１坂本 0833-91-6934

ODA 設備設計工事 0834-33-9350

㈱建工設備 0834-36-0022

あかり電気㈱ 56-1917
三谷設備 56-5911
㈱米谷技建 58-0558

㈱五栄 0833-74-1350

㈲田村設備 0833-79-1113

問建設課  下水道管理係　☎ 52-5817

■町内の工事店

■平生町・上関町地区

■柳井市・周防大島町地区

■防府市・山口市地区

■光市地区

■岩国市地区

■下松市・周南市地区

排 水 設 備 の 工 事 は 『指 定 工 事 店』 に ご 相 談 く だ さ い

（平成 29 年４月１日現在）

（平生町・上関町地区のつづき） （光市地区のつづき）
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下
水
道
工
事
が
完
了
し
、
公

共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
排
水
設
備
の
設
置
・
接

続
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

工
事
は
３
年
以
内
に
行
う
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
下
水
道
法
第
11
条
の
３
第
１

項
）。
町
が
指
定
し
た
次
の
表

の
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
見
積
も
り
は
無
料
で
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
工
事
（
し
尿
浄
化

槽
を
廃
止
し
、
下
水
道
管
に
接

続
す
る
工
事
を
含
む
）の
場
合
、

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
建
設
課
下
水
道
管

理
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
排
水
設
備

　

台
所
・
風
呂
場
・
洗
面
所
・

水
洗
便
所
な
ど
の
排
水
口
か

ら
公
共
汚
水
ま
す
に
接
続
す

る
ま
で
の
設
備
で
、
個
人
の

負
担
で
敷
地
内
に
設
置
す
る

も
の

たぶせ出前講座 をご利用ください 問総務企画課  企画係
　☎ 52-5803

　町では、まちづくりに対する関心や理解を深めてい
ただくため、『田布施町出前講座』を実施しています。
　役場の仕事を中心としたさまざまなメニューの中か
ら、みなさんが「聞いてみたいこと」や「興味のあること」
について、町職員が講師として出向き説明します。

■利用できる人
　町内に在住・在勤・在学の、おおむね10人以上の
集まり（自治会、企業、学校、地域の団体など）

■開催日時および会場
　原則、平日の午前９時～午後５時の間の45分程度
（夜間・休日の開催は応相談）・会場は町内に限る

■講座の運営および費用
　申込者で講座の運営（会場の手配・準備、参加者へ
の周知、進行など）を行う

※町職員の派遣並びに町で配布する資料にかかる費用
は必要ありませんが、会場設営経費などについては
申込者の負担となります。

■講座メニュー（平成 29 年度）

＝　手順　＝
①講座の計画
受講する講座内容・希望日などの計画を立てる。

②申し込み
出前講座利用申込書を、受講希望日の３週間前
までに持参、郵送、FAX、電子メールで講座担
当課に提出する。（申込書は総務企画課企画係
または町ホームページより入手してください。）

③開催に当たっての打ち合せ・職員派遣決定
出前講座の担当課と出前講座の進め方を確認
し、日程や内容を調整する。

④出前講座の開催
担当の町職員が会場で講師として説明する。

出前講座は、個人的な陳情や苦情、相談などをお聞きする場ではありません。また、政治、宗教または営利を目的と
した催し物と併せて行う場合や、講座の趣旨に反すると認められる場合は、お断りさせていただくこともあります。

講座内容 担当課

〇自治会について
〇マイナンバー制度について
〇町の総合計画
　まち・ひと・しごと創生総合戦略
〇町の財政
〇津波・高潮対策について

総務企画課

〇火災に備えて
〇自主防災組織について

総務企画課
（東消防署）

〇消費生活の知識について
〇農地の売買、転用、貸し借り 経済課

〇ゴミ減量化とリサイクル
〇福祉サービス
〇子育て支援

町民福祉課

〇税のはなし 税務課

〇国民健康保険
〇後期高齢者医療制度
〇介護予防
〇介護保険制度
〇認知症サポーター養成講座
〇特定健診（メタボリック対策）
〇健康づくり

健康保険課
（保健セン

ター）

〇町の道路整備
〇町の都市計画　
〇町の下水道事業
〇下水道事業アラカルト

建設課

〇学校教育について
〇学校給食について 学校教育課

〇郷土館の見学
〇暮らしの中の人権
〇暮らしに活かす図書館
〇スポーツ・運動による健康づくり

社会教育課

〇議会のしくみ 議会事務局

〇買い物送迎サービスについて 社会福祉協議会
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花みずき健康体操 第 1･2･3 月
9:30 月 2,000 円 パッチワーク教室 第 2･4 金 9:30 月 1,500 円

お茶を楽しむ会 第 1･3 月 13:00 月 1,000 円 麻郷絵てがみ教室 第 2 木 13:00 月　500 円

麻郷珠算教室 毎週月 ･ 木
17:00 月 5,000 円 嘉風流吟剣詩舞道

麻郷教室 毎週火 14:00 月 3,000 円

千草会 第 1 火 ･ 第 4 日
13:00 月　300 円 生花教室 第 1･3 金 9:30 月 1,000 円

ヨガ教室 第 2･4 火 14:00 月 2,000 円 矢野健康体操・
麻郷秋桜クラブ 月 3 回土 9:00 月 2,000 円

麻郷押し花クラブ 第 3 火 13:00 月 1,000 円 麻郷歌謡同好会 毎週水 14:30 月 2,000 円

懐かしの歌教室 第 2 火 9:00 月　500 円 篠笛赤とんぼ 第 1･3 火 10:00 月　500 円

たぶせ竹楽坊 第 3 水 9:30 月　500 円 すみれ歌謡同好会 第 1･3 金 13:00 月 1,200 円

麻郷俳句教室 第 2 水 12:30 月 1,000 円

麻郷公民館　☎55-5202

2017　4/7 号　

自由律俳句･周防一夜会 第 2 月 13:00 月　500 円 田布施歌謡教室 毎週木 19:30 月 1,300 円

JADA（スポーツダンス） 毎週火 13:30 月 3,000 円 日舞 第 4 金 19:00 月 2,000 円

雪峰流竹柳舘吟詠会
（波野吟詠会） 第 1･3 火 13:30 月 2,000 円 土曜会 第 2･4 土 9:00 月 2,000 円

ジャズエアロ 毎週火 19:45 月 4,000 円 紅
ほんほん

紅的
だ

中国語講座 毎週土 14:00 月 4,400 円

琴昇流大正琴
田布施ハープ会 第 2･4 水 9:00 月 2,500 円 田布施油絵教室 第 1･3 日 13:00 月 2,000 円

西田布施同好会（歌謡） 第 2･3･4 水
13:30 1 回 100 円 田布施短歌教室 第 2 月 13:00 月　700 円

ちぎり絵 第 1･3 木 9:00 月 1,500 円 リラックス・ヨガ 毎週金 19:30 月 3,000 円

雪峰流剣詩舞中央教室 第 1･3 木 13:30 月 3,000 円

公民館講座  のご案内 問社会教育課　☎ 52-5813

　入会してみたい人、興味があるので見に行ってみたい人、詳しく内容を知りたい人は、お気軽に各公
民館にお問い合わせください。地域の指定はありませんので、どの講座にも参加できます。
　なお、本町ではみなさんの生涯学習を支援するため、平成 29 年度から公民館講座の承認を受けた団体
の使用料が半額免除となります。（図書館・麻郷福祉会館は除く）

講座名 日　時 会　費

▼表の見方

中央公民館　☎52-5813

３Ｂ体操 毎週月 10:30 月 2,000 円 ジャズエアロ 毎週木・土
10:30 月 4,000 円

池坊生花教室 第 2･4 月 13:30 月 1,000 円 手編み教室 第 1･3 木 13:00 月 1,300 円

英会話 H
ハ ロ ー ズ

ellos 第 2･4 月 19:30 月 2,000 円 たぶせ竹楽坊 月 1 回火 13:00 月　500 円

ＪＡＤＡ 毎週月 ･ 土
19:30 月 3,000 円 一般書道同好会 第 2･4 木 9:00 月　500 円

健康で美しくなるため
の体操教室 毎週火 9:30 月 1,500 円 太極気功同好会 毎週金 10:00 回　500 円

コーラスひまわり 毎週火 13:30 月 1,500 円 スポーツダンス 毎週金 19:30 月 3,000 円

ブレイクダンス
毎週火木 19:30

月 1,000 円 フランス刺繍 第 1･3 金 13:00 月 2,000 円
毎週日 16:00

居合道教室 毎週水 19:30 月 1,000 円 八和田カラオケ教室 第 1･2･3 日
20:00 月 1,300 円

ゆったり３Ｂ体操 毎週水 15:30 月 1,700 円 （社）日本盆栽協会
東周南支部 第 3 日 10:00 年 17,000 円

囲碁教室 第 4 日 10:00 月 1,000 円 ふれあいうたくらぶ 第 2･4 金 9:30 月　500 円

東田布施公民館　☎52-3786
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ひまわり歌謡教室 毎週月 13:00 月 1,000 円 麻里府ミュージック
クラブ 毎週金 20:00 月 1,000 円

麻里府歌謡教室 毎週
　水

夏 20:00
月 1,500 円

冬 19:30

麻里府公民館　☎55-5237

国木歌謡教室 毎週木 8:30 月 1,000 円

点訳ほおずきの会 毎週水 10:00 な　し 朗読もやいの会 第 2･3 金 14:00 な　し

読書会 第 3 火 13:00 月　300 円

絵手紙教室 第 1 水 10:00 月　300 円 天元会（囲碁） 第１日 13:00 月　500 円

手芸教室 第 2 水 13:00 月　300 円 熊毛郡退職教職員囲碁
同好会 第 3 火 9:00 年 1,500 円

ヨーガなかよし会 月 1･2･3･4 金
13:30 月 2,500 円 実用書道教室 第 2･4 月 13:30 月 2,000 円

田布施フォークダンス
クラブグリーン 毎週火 9:30 月 1,250 円 響書道教室 第 2・4 水 9:30 月 2,000 円

ハッピーフォークダン
スクラブ

月 1･2･3･4 火
13:00 月 1,000 円

　　　　　　　　国木分館　　中央公民館（☎52-5813）へ

田布施図書館　☎52-2288

麻郷福祉会館　☎52-3579

広報たぶせNo.967

茶道（裏）教室 第 1･3 月  9:00 月 1,000 円 石城歌謡教室 毎週金 13:00 月 2,000 円

城南編物教室 第 2･4 金 9:30 月 2,000 円 腹話術さくらんぼの会 第 3 土 13:00 な　し

矢野健康体操
城南ひまわりクラブ 毎週金 10:00 月 2,000 円 フラワーアレンジメン

ト教室 第 2･4 土 10:00 月 1,000 円

城南公民館　☎52-2054

藤恵会　日舞 毎週月 14:00 月 5,000 円 手話サークル　
きらら

第 1･3 水 19:30
回　200 円

第 2･4 土 10:00

ジャズエアロ
毎週月 10:30

月 4,000 円 スポーツダンス 毎週木 12:45 月 3,000 円
毎週金 19:45

フィットネスサークル
（ZUMBA）

毎週月 ･ 木
19:45 月 3,700 円 矢野健康体操 毎週木 10:00 月 2,000 円

喜楽会生きがい歌謡教室 毎週火 9:00 月 2,000 円 ヨガ西田布施なのはな 月 3 回木 14:55 月 2,000 円

ヨガ西田布施教室 月 3 回火 11:25 月 2,000 円 手編教室 第 1･3 金  9:00 月 1,000 円

お茶をたのしむ会 毎週火 13:30 月 1,000 円 悠々ハーモニカクラブ 第 2･4 金 13:30 月　500 円

レイフラワー田布施 第 1･3 火 13:30 月 2,700 円 自
じ

　彊
きょう

　術 毎週金 13:30 月 2,000 円

実用習字教室 第 2･4 火 13:00 月 1,800 円 うたいま唱歌 第 4 金 13:30 月　500 円

田布施よさこい同好会 第 1･3 火 20:00
(10 ～ 3 月は 19:30) 回 1,500 円 西田布施歌謡教室 毎週月 9:00 月 2,000 円

箏
そう

妙
みょう

会（生田流） 第 2･4 火 19:30 月　500 円 悠久カラオケ教室 第 1･3 土 19:30 月 2,000 円

話し方教室 月末火 19:00 随　時 旬を楽しむ会 随　時 回　300 円

吟詠教室 第 2 水 19:00 随　時 たぶせ竹楽坊 毎週水 ( 月 3 回 )
9:30 月　500 円

お茶とお花を楽しむ会 第 2･4 水 19:30 月 2,000 円 フラワーサークル 毎週木 ( 月 3 回 )
10:00

回 3,400 円
（花代込）

西田布施公民館　☎52-4448
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３/12 ロボットフットボールで３位！
　田布施農工高等学校の生徒が、山口県代表とし
て『第12回高校生ロボットアメリカンフットボー
ル全国大会』に出場し、３位に入賞しました。
　ロボットを用いてアメリカンフットボールを行
う団体競技のため、ぶつかっても壊れない耐久性
や仲間とのチームワークが重要となります。町長
訪問では、大会の様子をはじめ、競技で使用した
ロボットにどのような工夫をしたかなどを楽し気
な様子で語っていました。

３/ ３ 漁業経営改善が評価されました
　『第22回全国青年・女性漁業者交流大会』に出場
した山口県漁協田布施支店の大内勝利さんと、運
営委員長の久樂和則さんが町長訪問されました。
　この大会は全国の漁業者が日ごろの研究・実践
活動の成果を発表するものです。山口県漁協田布
施支店は山口県代表として出場し、『そんな遊び
ごとでメシが食えるか！』というテーマで、鰆の
処理・出荷方法やブランド化の取組などについて
発表しました。

　３月１日（水）に㈳山口県トラック協会柳井支部から黄
色い傘と自転車のセーフティライトを、３月７日（火）に
田布施ライオンズクラブから生活科バッグを寄贈してい
ただきました。これは、小・中学校への新入学児童・生
徒に対して贈られるもので、新入生のみなさんの生活が
豊かになるように、という気持ちが込められています。

　また、３月16日（木）、田布施農工高等学校生物生産
科草花専攻班から、やまぐちオリジナルユリ『プチソレ
イユ』を使った生花のコサージュを提供していただきま
した。３月17日（金）に行われた町内各小学校の卒業式
では、卒業生全員がこのコサージュを胸につけ、卒業し
ていきました。

　今回、新入学児童・生徒および小学校の卒業生のため
にさまざまな寄贈・提供をしてくださったみなさんの温
かいお気持ちや活動に対して、田布施町教育委員会とし
て心より感謝いたします。

３/ ３

新入学児童・生徒への寄贈、卒業生への提供ありがとうございました！

Tabuse
Town News

◀
㈳
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
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施
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イ
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ン
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ラ
ブ
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布
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校

　

生
物
生
産
科



15 広報たぶせNo.967

Ａ○

芽ひじき	 	10g
（戻しひじきなら80g程度）
人参	 	30g
きゅうり	 	1本
冷凍ホールコーン	 30g

酢　　　　　　　　　大さじ1
砂糖　　　　　　　　大さじ1
しょうゆ　　　　　　小さじ2
ごま油　　　　　　　小さじ2

★
ひ
じ
き
の
サ
ラ
ダ
★

鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
な
ど
を
豊
富
に
含
む『
ひ

じ
き
』。
昔
か
ら
煮
物
が
定
番
の
乾
物
で
す
が
、
一
味
違
っ

た
サ
ラ
ダ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
戻
し
た
状
態
で
も
売
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
軽
に
調
理
出
来
ま
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①	

ひ
じ
き
は
た
っ
ぷ
り
の
水
で
戻
し
、
や
わ
ら
か
く
茹

で
て
ざ
る
に
あ
げ
て
お
く
。

②	

人
参
は
２
㎝
長
さ
の
せ
ん
切
り
に
し
て
６
０
０
Ｗ
の

電
子
レ
ン
ジ
で
２
分
加
熱
し
、
き
ゅ
う
り
は
２
㎝
長

さ
の
せ
ん
切
り
に
す
る
。
冷
凍
コ
ー
ン
を
湯
通
し
す

る
。

③	

ボ
ウ
ル
に
Ⓐ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
②
を
和
え
て
、
器

に
盛
る
。

１人分の栄養価
エネルギー…30kcal　鉄分…1.6㎎
たんぱく質…1.1g　脂質…0.7g
カルシウム…45mg　塩分…0.5g

材
料（
４
人
分
）

　「自覚症状がないから検（健）診は受けなくても大丈夫」と考えている人はいませんか。
　山口県のがんによる死亡状況は昭和56年以降、死亡原因の第１位となっています。また、年齢別にみ
ると全国の傾向と同様に30歳代から上昇傾向にあり、特に50歳から69歳の死亡率が高くなっています。
（人口動態統計より）
　がんや生活習慣病は知らないうちに進行し、気づいた時には重症化していることが少なくありません。
そこで早期発見・早期治療のために、定期的に検（健）診を受け、自分の体を知ることが大切です。
　田布施町健康増進計画の『生活習慣病・がん対策』『歯の健康』の領域では、定期的に検（健）診を受けるこ
とを推進しています。

◇各種がん検診・健康診査の申し込み

　町が実施するがん検診および健康診査の申し込み
は、４月24日（月）が期限です。４月１日現在で
男性40歳以上、女性20歳以上の人を対象に申込
書を世帯ごとに配布しています。詳細は『平成29
年度検（健）診受診のごあんない』を参照のうえ、
お申し込みください。
※転入などで申込用紙がない人は、保健センターへ
ご連絡ください。

◇休日の検診について

　9月24日（日）に総合検診を予定しています。
　総合検診では、がん検診（胃がん・大腸がん）・特
定健康診査（町国民健康保険加入者のみ）を実施し
ます。
　特に大腸がんは進行するまでほとんど自覚症状が
ありません。早期発見・早期治療で95％以上が
完治します。簡単な便潜血検査（検便）でできます
ので、平日に都合のつかない人はこの機会をご利
用ください。

　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

検（健）診を受けましょう！
問保健センター　☎ 52-4999

～『平成 29 年度検（健）診受診のごあんない』を発送しました～

◇『がん検診無料クーポン券』と『50 歳無料検診』

　町では、がん検診の受診率向上を目指しています。
子宮頸がん・乳がん検診の無料検診の対象者には
『がん検診無料クーポン券』を送付します（７月発
送予定）。
　また、がんの早期発見のため『50歳無料検診』を
実施しています。受診できる検診は胃がん・大腸
がん・子宮頸がん・乳がん・肺がん（喀痰検査）・
前立腺がん検診です。
　対象者には『検（健）診受診のごあんない』を個別に
送付しています。この機会にぜひ受診してみませ
んか。
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　春は別れと出会いの季節です。今回は、素敵な出会いを大
切にしてこられた橋本さんにご寄稿いただきました。

人生は素敵な出会い

　

今
か
ら
40
年
前
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
刺

繍
の
作
品
を
目
に
し
た
と
き
の
感
動
は
今

も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
繊
細
で
美

し
く
て
、
迷
わ
ず
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
く

て
、
毎
日
の
よ
う
に
針
と
糸
を
持
ち
、
12

年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
師
範
の
免
許
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
夢
が
叶
っ
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
あ
ち
こ
ち
に

教
室
を
開
き
ま
し
た
。
多
い
時
は
50
人
近

い
生
徒
さ
ん
に
囲
ま
れ
、
30
歳
代
か
ら
80

歳
代
と
幅
が
広
い
た
め
お
互
い
に
嫁
・
姑

の
気
持
ち
が
分
か
り
合
え
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
し
た
。

　

技
術
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い

人
の
輪
を
願
っ
て
始
め
た
教
室
は
、
公
民

館
祭
り
や
各
所
で
展
示
会
を
開
く
ほ
か

に
、
旅
行
や
お
花
見
な
ど
、
色
々
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、
と
て
も
和
や
か

な
サ
ー
ク
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
年
か
前
に
あ
る
生
徒
さ
ん
が
事
故
で

突
然
ご
主
人
を
亡
く
し
、
シ
ョ
ッ
ク
で
長

い
間
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
折

に
ふ
れ
教
室
に
お
誘
い
し
、
半
年
く
ら
い

た
っ
た
こ
ろ
、
仲
間
達
の
思
い
や
り
に
心

を
開
か
れ
、
後
日
「
あ
の
時
、
刺
繍
の
趣

味
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
助
け
ら
れ
ま
し

た
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
こ
の
仕
事
を
続

け
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　

３
年
前
、
韓
国
の
留
学
生
と
知
り
合
う

機
会
が
あ
り
、ハ
ン
グ
ル
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
は
他
国
の
文
法
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
久
々
に
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
喜
び
を

実
感
し
ま
し
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た
３

人
の
先
生
と
は
と
て
も
親
し
く
な
り
、
そ

の
後
私
も
何
度
か
韓
国
を
訪
れ
、
今
も
文

通
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
家
族
ぐ
る
み

の
交
際
が
続
い
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は

今
、
ソ
ウ
ル
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
私
の

こ
と
を
日
本
の
母
と
呼
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
是
非
会
い
た
い
で
す
ね
。

　

実
は
昨
年
の
夏
、
胸
椎
の
骨
折
で
２
カ

月
間
入
院
し
ま
し
た
。
毎
日
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
生
活
し
、
健
康
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の

で
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
思
い
が

け
な
い
ケ
ガ
で
反
省
の
機
会
を
も
ら
い
ま

し
た
。
医
師
の
お
許
し
が
出
て
、
待
望
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
も
春
か
ら
再
開
で
す
。
こ
ち

ら
も
始
め
て
早
20
年
。
以
前
は
視
察
な
ど

幅
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
問
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
同
好
会
と
し
て
創
作
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
っ
そ

う
健
康
に
留
意
し
て
、
素
敵
な
出
会
い
に

感
謝
し
な
が
ら
よ
り
充
実
し
た
日
々
を
重

ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平田自治会　橋本  雅恵

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.291

この仕事を続けていて
本当に良かったと思いました。
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サ ークルスケッチ
No.184

　

太
極
気
功
同
好
会
は
、
７
年
前
よ

り
当
時
の
東
田
布
施
公
民
館
長
の
ご

依
頼
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

　

元
々
は
大
阪
方
面
で
40
歳
の
こ
ろ

よ
り
、
中
国
人
の
先
生
に
気
功
・
太

極
拳
の
ご
指
導
を
受
け
、
認
定
証
を

い
た
だ
き
講
師
と
し
て
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
か
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
・
慢
性
胃
炎
・
ホ
ル
モ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
異
常
の
疾
患
も
完
治

し
た
の
で
す
。
心
を
整
え
、
呼
吸
法

に
留
意
し
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
い

か
に
大
切
か
を
実
感
し
た
私
は
、
少

し
で
も
人
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

笑
い
を
取
り
入
れ
た
話
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
を
促
し
、
瞑
想
で
脳
を
休
め
、

腹
式
呼
吸
で
体
内
を
暖
め
静
動
功
と

称
す
る
軽
い
動
き
の
後
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
重
点
的
に
行
っ
て
、
気
血
・
リ

ン
パ
の
流
れ
を
良
く
す
る
こ
と
が
講

座
の
内
容
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
無

理
せ
ず
・
楽
し
く
・
自
然
体
で
気
功

を
す
る
こ
と
で
す
。

　

お
陰
さ
ま
で
生
徒
さ
ん
も
増
え
続

け
、
誰
も
辞
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
健
康
を
願

い
、
末
永
く
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

太極気功同好会

私たちと人権シリーズ　No.123

（新成人）天満　恭平

思いやりを
もった大人に

　

こ
の
１
月
に
晴
天
の
も
と
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両

親
を
は
じ
め
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
成
人
式

当
日
は
友
人
を
は
じ
め
恩
師
に
も
お
会

い
し
て
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
徳
山
大
学
に
実
家
か
ら

通
い
な
が
ら
福
祉
を
学
ん
で
い
ま
す
。

田
布
施
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な

が
ら
福
祉
に
つ
い
て
や
、
地
域
と
関
わ

る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
学
べ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
礼
儀
・
マ
ナ
ー
な
ど

に
つ
い
て
も
、
大
学
で
地
域
と
の
活
動

を
す
る
中
で
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
将
来
は
社
会
福
祉
士
と
な

り
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
生

ま
れ
育
っ
た
田
布
施
町
や
山
口
県
内
で

活
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
私
は
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
新
た
な
発
見
を
し
て
い
く
こ

と
を
楽
し
み
に
日
々
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の

は
、
勉
強
で
学
べ
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
実
際
に
企
画
や
実
践
を
重
ね
た
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
特
に
、
共
に
活

動
す
る
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
中
で
、
視

野
を
広
く
も
ち
、
思
い
や
り
を
も
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
。
一
緒
に
活
動
し
て
い
く
仲
間
が
私

の
独
り
よ
が
り
な
考
え
で
嫌
な
思
い
を

し
て
い
な
い
か
な
ど
、
相
手
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
は
大
切
だ
と
20
歳
に
な
っ

て
特
に
感
じ
ま
す
。
相
手
の
立
場
、
気

持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
と
い
う
の
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
考

え
な
く
て
よ
い
と
い
う
事
で
も
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
大
変
そ
う
に
し

て
い
る
と
き
に
助
け
る
こ
と
が
出
来
る

か
、
そ
れ
と
も
自
分
に
は
関
係
な
い
と

放
っ
て
お
く
か
で
は
大
き
く
違
う
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
思
い
や
り
を
も
っ
た

行
動
の
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
田
布
施

町
で
過
ご
し
て
い
く
中
で
思
い
や
り
と

元
気
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一

成
人
と
し
て
胸
を
張
っ
て
歩
い
て
い
け

る
よ
う
活
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■講　師　関　悦子
■日　時　毎週金曜日　午前10時～正午
　　　　　第１・３水曜日
　　　　　　午前10時～午前11時30分
■場　所　東田布施公民館
■代表者　関　悦子（☎52-0025）
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部
屋　

慈
音

中
谷
み
さ
を

石
田　

帝
児

加
治　

紀
子

久
光　

良
一

５月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

毎週月曜日、祝日
月末整理 31 日（水）

思
い
出
に
ゆ
だ
ね
て
待
つ
眠
り

こ
の
道
歩
き
つ
づ
け
て
星
の
き
れ
い
な
空

あ
れ
も
こ
れ
も　

や
り
残
し
て
い
る
自
分
が
い
る

や
わ
ら
か
な
海
を
見
た
日
の
夕
げ
の
鰆

さ
わ
ら

心
の
鬼
が
寝
つ
い
た
よ
う
だ
わ
た
し
も
寝
よ
う

　
　
　
　

短
歌

母
の
夢
見
る
こ
と
多
き
こ
の
日
頃

　
　

和
服
姿
に
白
き
エ
プ
ロ
ン	

藤
田　

京
子

お
だ
や
か
な
朝
日
を
浴
び
て
海わ

た
な
か中

を

　
　

船
が
行
き
交
う
澪み

お

ひ
き
な
が
ら	

上
岡　

知
雄

水
神
の
榊
に
と
ま
る
う
ま
お
い
に

　
　

水
の
取
り
か
え
日
延
べ
し
て
お
り	

城　
　

恭
子

一
人
よ
り
さ
び
し
い
二
人
月
の
夜
の

　
　

や
ぶ
の
深
み
に
ま
た
竹
が
な
る	

吉
村　

京
子

薄
紅
の
椿
の
つ
ぼ
み
ほ
っ
こ
り
と

　
　

掛
け
軸
を
背
に
一
輪
開
く	

岡
本
ま
さ
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

雛
壇
の
丈
を
越
え
た
る
娘
か
な	

田
村　

文
代

耕
し
て
土
黒
々
と
甦
る	

播
磨　

春
枝

け
ん
か
し
て
す
ぐ
仲
直
り
山
笑
ふ	

岡　
　

倫
子

紅
梅
の
闇
に
密
度
の
あ
り
に
け
り	

曽
我　

欣
行

耕
し
の
手
技
の
ふ
へ
し
老
い
し
今	

松
根
千
代
子

『応仁の乱  戦国時代を生んだ大乱』
　   　　　　　　　　呉座 勇一  著

室町幕府はなぜ自壊したのか―。室町
後期、諸大名が東西両軍に分かれ、京
都市街を主戦場として戦った応仁の乱。
高い知名度とは対照的に、実態は十分
知られていない。なぜ勃発し、どう終
結に至ったか。長期化した理由とは。
日本史上屈指の大乱を読み解く。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

世
界
食
べ
も
の
マ
ッ
プ 

ジ
ュ
リ
ア
・
マ
レ
ル
バ

と
き
め
き
百
人
一
首 

小
池
　
昌
代

い
た
ず
ら
こ
や
ぎ
と
春
ま
つ
り 

松
居
ス
ー
ザ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
コ
ウ
ち
ゃ
ん 

か
こ
さ
と
し

で
ん
し
ゃ
が
き
ま
し
た 

三
浦
　
太
郎

白
い
花
び
ら 

佐
竹
　
美
保

私は狭い谷間の入り口近くの、山の上
に住んでいた。夏には谷の奥の方で
ひっきりなしに雨が降ったが、谷の外
側はだいたい晴れていた。それは孤独
で静謐な日々であるはずだった。騎士
団長が顕れるまでは…。

定
年
男
子
定
年
女
子 

大
江
　
英
樹

か
あ
さ
ん
の
暮
ら
し
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

一
田
　
憲
子

あ
る
と
便
利
な
お
漬
け
も
の 

大
原
　
千
鶴

知
れ
ば
知
る
ほ
ど 

藤
原
　
正
彦

終
り
な
き
夜
に
生
れ
つ
く 

恩
田
　
　
陸

合
理
的
に
あ
り
得
な
い 

柚
月
　
裕
子

今
ひ
と
た
び
の
、
和
泉
式
部 

諸
田
　
玲
子

おしゃべり箱おはなしの会
　５月27日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

『水の森の秘密  こそあどの森の物語 12』
　　　　　　　  　　岡田 淳  作

こそあどの森がなにかおかしい－。
森の人たちが心配していたある日、
地面のあちこちから水が湧き出し
て、森中が湖のようになってしまっ
た。原因を調べに行ったスキッパー
たちが出会ったのは…？

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 

『騎士団長殺し  第１部・第２部』
　　　　　　  村上 春樹  著
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問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

（
２
／
18
～
３
／
17
受
付
分
）

＊	

社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
１
件

＊	

第
39
回
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
付
金
を

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

＊	

香
典
返
し　
　

本　

町　

林　

直
也
（
妻
）
桂
子

蓮　

輪　

大
畠
安
子
（
夫
）
武
人

尾
津
西　

宮
本
紀
彦
（
母
）
ア
サ
ノ

匿
名
１
件

＊	

紙
オ
ム
ツ

匿
名
１
件

子育て支援センター
はいはい

２ 日 ( 火 )　母の日のプレゼント作り
９ 日 ( 火 )　身体測定
10 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組

16 日 ( 火 )　はいはいさんあつまれ～
23 日 ( 火 )　制作遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

12 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 母の日のプレゼント作り
26 日 ( 金 )　制作遊び

H26.4.2 ～ H27.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

11 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　 母の日のプレゼント作り
18 日 ( 木 )　おにぎりギュッ！
25 日 ( 木 )　制作遊び

あんよが上手にできる H27.4.2 以降生まれ対象

全員対象

17 日 ( 水 )　リトミック
　　　　　 誕生会

*  *  *

赤ちゃんサロン（５月行事） 10:00 ～ 12:00

問たぶせ保育園　☎53-1012

月～金曜日　8:30 ～15:30
（昼休み　12:15 ～ 13:15）

土　 曜　 日　8:30 ～13:30

おんとも

施設開放

山口県警察では『平成 29 年山口県警察視閲式』を
次のとおり行います。ぜひご観覧ください。

◇日時
　５月 13 日（土）午後２時～
※一部アトラクションは午後１時～
◇場所
　山口きらら博記念公園　多目的ドーム
　（山口市阿知須）

問柳井警察署　☎ 23-0110
　	http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

山口県警察視閲式
柳井警察署だより

◇行事内容
○視閲式
　徒歩部隊・車両部隊による分列行進を行います。
○アトラクション
・警察音楽隊によるミニコンサート
・白バイによる傾斜走行
・管区機動隊による訓練
・警察車両の展示
・ASV 展示・乗車体験
・子供免許証作成　　　　　　　など
※荒天時は一部中止します。
◇問合せ先
　山口県警察本部警務部警務課　☎ 083-933-0110
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お 

知 

ら 

せ

相
　
談

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

障
害
児
支
援
サ
ー
ク
ル

　
　‶

笑に
こ

・
笑に
こ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
″ 

】

　

こ
こ
ろ
や
体
に
障
害
を
持
つ
子
ど

も
の
親
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
話
し

合
う
サ
ー
ク
ル
で
す
。
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　

田
布
施
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
西
田
布
施
公
民
館
）

◇
参
加
費　

お
茶
代　

１
０
０
円

◇
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

健
康
な
生
活
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
か
ら
。
料
理
の
基
礎
を
身
に

つ
け
て
、男
性
同
士
「
作
る
楽
し
み
」

「
食
べ
る
楽
し
み
」
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

田
布
施
町
在
住
の
男
性

【 

男
性
料
理
教
室
～
田
布
施
町

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
～ 

】

【 

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

】

　

子
育
て
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

５
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所

　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

◇
内
容　

絵
本
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

◇
参
加
費　

無
料

◇
対
象
者

　

未
就
学
児
の
親
子　

15
組

◇
申
込
期
限　

５
月
10
日
（
水
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

☎
23
‐
０
６
６
８

【 

徳
山
年
金
事
務
所 

年
金
相
談 

】

　

年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
年
金
相

談
会
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
徳
山

年
金
事
務
所
へ
相
談
会
前
日
ま
で
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
で
の
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
日
時　

５
月
18
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　

町
役
場
保
健
室

【 
田
布
施
中
学
校
・
春
季
県
体
予
選 

】

　

田
布
施
中
学
校
の
各
運
動
部
が

「
春
季
県
体
予
選
」
に
出
場
し
ま
す
。

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
部
は
５
月
に
行

わ
れ
る
春
季
県
体
育
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
新
学
年
と
な
り
、
春
休
み
中

も
練
習
に
励
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
の

活
躍
を
町
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
・
場
所
・
内
容

　

４
月
15
日
（
土
）

【 

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

】

　

次
の
日
程
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

・
４
月
17
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

麻
里
府
公
民
館
集
合
･
ス
タ
ー
ト

・
４
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時

　

城
南
小
学
校
集
合
･
ス
タ
ー
ト

（
石
城
山
山
頂
で
和
太
鼓
集
団

「
空
」
鑑
賞
（
有
料
））

・
５
月
29
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

小
行
司
分
館
集
合
･
ス
タ
ー
ト

・
６
月
19
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

小
行
司
分
館
集
合
･
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

◇
問
合
せ
先　

遊
歩
ク
ラ
ブ（
河
内
）

　

☎
52
‐
２
４
２
４

　

軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
柔
道
（
田

布
施
中
）、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
（
平
生
中
）、

剣
道
（
平
生
武
道
館
）、卓
球
（
柳

井
中
）、
サ
ッ
カ
ー
（
岩
国
市
内
・

勝
ち
抜
い
た
場
合
、
翌
日
に
も
試

合
を
行
う
）

※
屋
内
種
目
以
外
は
翌
日
に
雨
天
順

延
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
サ
ッ
カ
ー
会
場
、
各
競
技
の
試
合

時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

田
布
施
中
学
校

　

☎
52
‐
２
１
３
８

◇
開
催
日
（
平
成
29
年
度
）

　

５
月
25
日（
木
）・
９
月
28
日（
木
）・

１
月
25
日
（
木
）・
３
月
８
日
（
木
）

◇
時
間

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◇
場
所		

田
布
施
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
西
田
布
施
公
民
館
）

◇
持
参
物　

材
料
費
５
０
０
円
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９
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講
座
・
講
習

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
１
回
） 

】

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
、
何

か
を
始
め
ま
せ
ん
か
？
今
よ
り
少

し
、
運
動
を
取
り
入
れ
る
、
食
べ
る

も
の
に
気
を
つ
け
る
な
ど
何
が
良
い

か
迷
っ
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

※
『
た
ぶ
せ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』
の

対
象
講
座
で
す
。（
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◇
日
時　

５
月
26
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容

【 

外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設 

】

　

外
国
語
に
よ
る
電
話
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
、

我
慢
し
て
い
る
こ
と
な
ど
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◇
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
対
応
言
語　

中
国
語
、
韓
国
語
、

英
語
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

◇
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局		

人
権
擁
護
課

　
　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

　
（
自
動
音
声
案
内
「
１
」）

　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の

予
防
と
救
命
手
当
・
応
急
手
当
の
方

法
、
病
気
へ
の
対
応
の
し
か
た
な
ど

の
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

◇
日
時　

５
月
14
日
（
日
）、
20
日

（
土
）、
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

周
南
市
新
南
陽
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

◇
定
員　

30
人

◇
受
講
費　

１
８
０
０
円
（
教
材
・

保
険
代
な
ど
）

◇
持
参
物　

筆
記
用
具
、
動
き
や
す

い
服
装
、
受
講
費
、
大
判
ハ
ン
カ

【 

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員

養
成
講
習
会 

】

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

　
（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
代
理
人
本
人
の
確

認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
予
約
受
付
期
限　

５
月
17
日（
水
）

◇
問
合
せ
先　

徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

チ
１
枚
、
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
１
足
（
タ
イ
ツ
や
サ
ポ
ー
ト
タ

イ
プ
で
無
い
も
の
）

◇
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
日
本
赤
十
字

社
山
口
県
支
部
ま
で
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

◇
申
込
期
限　

５
月
８
日
（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
５
３
‐
０
０
９
４

　

山
口
市
野
田
１
７
２
‐
５

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部
事
業

推
進
課

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

　

℻
０
８
３
‐
９
３
２
‐
３
６
１
５

【 

柳
井
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

】

　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
お
よ

び
福
祉
制
度
な
ど
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う

た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◇
日
時
（
全
13
回
、
土
曜
日
）

　

６
月
10
日
・
24
日
、
７
月
８
日
・

22
日
、
８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、

９
月
９
日
・
16
日
、
10
月
14
日
・

28
日
、
11
月
11
日
・
25
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

◇
場
所

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

◇
定
員　

25
人
程
度

◇
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
３
０
０
０
円
〈
税
別
〉）

◇
申
込
締
切　

５
月
26
日
（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課		

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

法
テ
ラ
ス
の
日  

無
料
法
律
相
談
会 

】

◇
日
時　

４
月
20
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所　

法
テ
ラ
ス
お
よ
び
山
口
県

弁
護
士
会
の
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

借
金
・
離
婚
・
相
続
・
労

働
問
題
な
ど
民
事
の
相
談

※
予
約
制
で
す
。

◇
予
約
・
問
合
せ
先　

法
テ
ラ
ス

　

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

　
『
た
ぶ
せ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
参

加
し
よ
う
』
～
健
康
管
理
の
た
め

に
何
を
し
ま
す
か
～

◇
講
師　

町
保
健
師

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
期
限　

５
月
25
日
（
木
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９
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募
　
集

試
　
験

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、『
子
育
て
の
手
助
け

を
し
て
ほ
し
い
人
』
と
『
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
た
い
人
』
が
お
互
い
会

員
と
な
り
、
子
育
て
を
支
え
合
う
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
援
助
内
容

・
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
・
保
育
開

始
前
や
保
育
終
了
後
の
子
ど
も
の

預
か
り

・
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

・
子
ど
も
の
習
い
事
な
ど
の
送
迎

・
冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
の
際
の
子

ど
も
の
預
か
り　

な
ど

◇
対
象
者　

柳
井
市
内
お
よ
び
田
布

施
町
内
に
在
住
の
人

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

☎
23
‐
０
６
６
８

【 

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員 

】

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
試
験
日　

６
月
18
日
（
日
）

◇
場
所

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ほ
か

※
光
地
区
会
場
で
丙
種
、
複
数
受
験		

【 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と準

備
講
習
会 

】

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
受
験
手
数
料

　

甲
種		

５
０
０
０
円
／
乙
種		

３
４
０
０
円
／
丙
種		

２
７
０
０
円

◇
受
付
期
間

　

４
月
11
日
（
火
）
～
24
日
（
月
）

	

・
電
子
申
請

　

４
月
８
日
（
土
）
～
21
日
（
金
）

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

http://
w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

■
準
備
講
習
会

◇
対
象 	

乙
種
４
類
の
受
験
者

◇
日
時		

５
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
受
講
料　

７
０
０
０
円
（
光
地
区

防
災
協
会
加
入
事
業
所
の
受
講
者

は
４
０
０
０
円
）

◇
定
員		

50
人
（
先
着
順
）

◇
受
付
期
間

　

４
月
11
日（
火
）～
５
月
19
日（
金
）

■
共
通
事
項

◇
願
書
配
布
・
申
込
み
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
東

消
防
署

※
準
備
講
習
会
受
講
希
望
者
は
、
代
金

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
防
災
協
会
事
務
局
（
光
地

区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

　

広
島
広
域
都
市
圏
の
市
町
の
み
な

さ
ん
で
一
緒
に
広
島
東
洋
カ
ー
プ
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

６
月
４
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
試
合
開
始

◇
対
戦
相
手　

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

◇
場
所　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

　
（
広
島
市
南
区
南
蟹
屋
２
‐
３
‐
１
）

※
現
地
集
合
で
す
。

◇
募
集
人
数　

３
０
０
人

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

◇
参
加
費　

１
７
０
０
円
（
外
野
指

定
席
・
３
歳
以
上
）

◇
応
援
方
法　

広
島
広
域
都
市
圏
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援

※
参
加
者
全
員
に
ス
カ
イ
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ル
ー
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
（
１
枚

５
人
ま
で
）
に
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
事
務
局
へ
送
付
す
る
（
小

学
生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
）

◇
申
込
期
限

　

５
月
８
日
（
月
）
消
印
有
効

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　

広
島
広
域
都
市
圏
推
進
課
内
広
島

広
域
都
市
圏
協
議
会（
住
所
不
要
）

　

☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

【 

広
島
東
洋
カ
ー
プ
共
同
応
援 

】

　

山
口
県
下
水
道
協
会
の
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
（
２

年
に
１
回
実
施
）
が
、
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は
、

専
門
的
な
技
術
と
知
識
を
持
っ
て
い

る
責
任
技
術
者
の
い
る
指
定
工
事
店

で
の
み
行
え
ま
す
。

　

詳
細
は
山
口
県
下
水
道
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

７
月
11
日
（
火
）

◇
場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

◇
受
付
期
間

　

４
月
24
日（
月
）～
５
月
16
日（
火
）

◇
問
合
せ
先

　

建
設
課		

下
水
道
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
１
７

【 

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験 

】

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

◇
応
募
資
格

○
一
般

・
大
卒
程
度
試
験

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

　
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大

卒
（
見
込
み
含
む
）
修
士
課
程
修

了
者
な
ど
（
見
込
み
含
む
）
は
28

歳
未
満
の
人
）

・
院
卒
者
試
験

　

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程

修
了
者
な
ど
（
見
込
み
含
む
）

○
歯
科
・
薬
剤
科
・
専
門
の
大
卒
（
見

込
み
含
む
）

　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

　
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
人
）

◇
受
付
期
限

　

５
月
５
日
（
金
）

◇
試
験
日

・
１
次
：

　

５
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

・
２
次
：

　

６
月
13
日
（
火
）
～
16
日
（
金
）

◇
問
合
せ
先

　

防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部
柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
22
‐
８
１
９
９

【 

自
衛
官
募
集 

】
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人口と世帯

… 人口 …
15,623		人

（増減	－ 29 人）

… 男 …
7,418		人	

… 女 …
8,205		人	

… 世帯 …
7,038	世帯

（３月１日現在）

４月・５月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　４月 30 日（日）   ５月 28 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　４月 28 日（金）   ５月 31 日（水）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

　やむを得ず納期限までに
納付できない事情のある人
などの、納付に関する相談
もお受けします。

●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

町
内
一
斉
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

田
布
施
町
快
適
環
境
づ
く
り
推
進
協
議
会

◇
活
動
時
間

　

各
自
治
会
な
ど
で
開
始
時
間
を
決

め
、
午
前
中
を
目
途
に
作
業
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
次
週
に
延

期
し
ま
す
。（
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◇
活
動
内
容

　

排
水
路
・
河
川
・
道
路
・
公
園
な

ど
公
共
施
設
の
土
砂
・
ゴ
ミ
類
な

ど
の
取
り
除
き
、
除
草
、
収
集
物

の
処
理
、
軽
微
な
補
修
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
は
重
点
的

に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
分
別
お
よ
び
処
理
方
法

　

浚
渫
土
や
ゴ
ミ
類
は
、
次
の
よ
う

に
分
別
・
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫
土
は
、
必
ず
異
物
（
草
木
や

ゴ
ミ
、
土
の
う
袋
類
）
を
取
り
除

き
、
適
当
な
場
所
に
集
め
、
各
自

治
会
で
配
車
時
間
に
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
草
木
や
ゴ
ミ
類
、
浚
渫
土
が
入
っ

た
ま
ま
の
土
の
う
袋
は
絶
対
に
ダ

ン
プ
カ
ー
に
積
み
込
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
可
燃
ゴ
ミ
は
指
定
袋
に
入
れ
、
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
刈
草

や
枝
木
は
可
能
な
限
り
現
地
で
処

理
し
、
処
理
で
き
な
い
場
合
は
可

燃
ゴ
ミ
の
指
定
袋
に
入
れ
、
収
集

日
に
出
す
な
ど
適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

・
不
燃
ゴ
ミ
は
、
空
缶
・
ビ
ン
・
ガ

レ
キ
類
に
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
袋
に
入
れ
、
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
事
故
見
舞
金

　

環
境
美
化
活
動（
町
内
一
斉
清
掃
）で

の
事
故
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課		

環
境
係（
⑤
窓
口
）

　

☎
52
‐
５
８
１
０

５
月
14
日（
日
）は
、
環
境
美
化
推
進
日
で
す
。

こ
の
日
は
、
自
治
会
を
中
心
に
事
業
所
な
ど
も
参
加
し
、
環
境
美
化
活
動（
町
内

一
斉
清
掃
）に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
の
お
話
　

vol

 

17

　

寒
さ
と
暖
か
さ
が
混
じ
り
あ
う

春
分
の
日
。
２
年
に
１
度
行
わ
れ

る
と
い
う
大
波
野
神
舞
の
取
材
に

行
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は

大
波
野
神
舞
を
見
る
の
は
今
回
が

初
め
て
で
す
。
写
真
の
中
で
し
か

見
た
こ
と
の
な
い
神
舞
、
ど
ん
な

雰
囲
気
な
ん
だ
ろ
う
…
と
期
待
に

胸
躍
ら
せ
、
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
着
く
と
す
で
に
神
舞
は

始
ま
っ
て
お
り
、
急
い
で
舞
台
の

傍
で
カ
メ
ラ
を
構
え
、
撮
影
ス
タ
ー

ト
。
す
る
と
、
近
く
で
写
真
を
撮
っ

て
い
た
人
が
わ
た
し
の
『
田
布
施
町

広
報
』
と
書
か
れ
た
腕
章
に
気
づ
い

た
よ
う
で
、「
広
報
の
人
な
ん
だ
か

ら
前
で
撮
り
な
さ
い
！
」
と
撮
影
場

所
を
譲
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

表
紙
は
、
そ
ん
な
優
し
さ
の
お

か
げ
で
写
す
こ
と
の
で
き
た
懇
親

の
１
枚
で
す
。
舞
台
袖
と
い
う
特

等
席
で
初
め
て
見
た
神
舞
は
と
て

も
迫
力
が
あ
り
、
伝
統
を
受
け
継

い
で
き
た
み
な
さ
ん
の
真
摯
な
姿

と
力
強
い
瞳
が
印
象
的
で
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
こ

の
行
事
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

（
ま
た
１
年
、
全
力
で
。
広
報
担
当
）



242017　4/7 号　

				

広
報
た
ぶ
せ

		NO.967

平
成
29
年

４
月
７
日

１
（月）

■妊婦育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 16
（火）

２
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 17
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

３
（水）

18
（木）

■年金相談会　10:00 ～ 16:00（役場１階保健室）

４
（木）

19
（金）

５
（金）

20
（土）

６
（土）

21
（日）

７
（日）

22
（月）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（東公）

８
（月）

23
（火）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（西公）

９
（火）

24
（水）

■１歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

10
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 25
（木）

■男性の料理教室　9:30 ～ 12:30（西公）

11
（木）

26
（金）

■健康まるごと講座　13:30 ～ 15:00（いきいき）

12
（金）

27
（土）

13
（土）

28
（日）

■詩情公園美化ボランティア　8:00 ～（地域交流館裏）

14
（日）

29
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（小行司分館）
■育児サークル　10:00 ～ 12:00（城公）

15
（月）

30
（火）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（麻公）

31
（水）

■天体教室　20:00 ～ 22:00（中学）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

【心】

【心】

【介】

【困】

【オ】

【心】

● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140FAX

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

柳 井 川 区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

【困】 困りごと相談
日時 ５月 22 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中公１階和室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権・行政相談も
　受け付けています

休日夜間応急診療所
（柳井市中央 1-5-3）

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日除く）

場所 町社会福祉協議会
問 ☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
  　☎ 53-1292

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【オ】 はつらつオレンジカフェ
日時 第４木曜日
　　 午前 10 時～正午
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

５月のカレンダー

【心】


